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論文内 容の要 1:::. 
国

Mn を n 次元連結閉可微分多様体とすれば，その接ベクトノレバンドノレの全空間 T(Mn) は 2n 次元

連結可微分多様体となるが，本論文においては T(Mりのユークリッド空間への埋入及び埋蔵の問題

について考察し，その応用として実射影空間の接ベクトノレバンドノレの全空間 T(RPりの埋入及び埋

蔵について計算し，多くの n について最良の結果を得た。

多様体の埋入に関しては~ Hirsch-Sanderson により，多様体の接ベクトノレバンドJレの安定逆元の

幾何学的次元の問題に置きかえられる乙とが知られているが， T(Mりの接ベクトノレバンド jレについ

て考察する乙とにより，或る殆ど無視出来る条件の下で、 T(Mn) の埋入と埋蔵の問題が同値である

乙とを示した。従って，障害の理論を適用することにより ， T(Mりの埋蔵可能次元を計算すること

が出来る口

一方、 Mn の特性類について考察する乙とにより ， T(Mn) の埋入不能次元を計算し得ることが分

った口

大体以上の一般論の下に，実射影空間の場合について計算することによって，例えば，

n = ~ at2ts-t (at = 0 または 1， s> 1, 0;:;三 t く s) に対して ， T(RP叫) cR3n, T(Rpn) 宰 R3n-l

という埋蔵と埋入に関する最良の結果が得られる口

論文の審査結果の要旨

与えられた可微分多様体が埋蔵または埋入され得るユークリッド空間の最小次元を求めるととは，

微分位相幾何学における重要な問題の一つである。
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n 次元可微分多様体Mの接ベクト Jレの全体のなす 2n 次元可徴分多様体について，著者は上記の問

題を考究する。

まず，乙の場合ほとんど無視できる条件のもとに埋蔵問題と埋入問題は， 同値であることを証明

し ， T(M) の埋蔵可能次元を計算する。ついで，応用として M が実射影空間 RP侃の場合を深く研

究して T(RPπ) の埋蔵可能なユークリッド空間の最低次元を多くの n について決定する。例えば n

がある s， t (s > 1, 0 手 t く s) に対し形

~ at 2ts-t (仇= 0 または 1 ) 

をもっとき，もとめる最低次元は 3n であるという結果を得ている。

これらの研究は ， T(M) として現われる多様体の特徴の一部を示しており極めて興味深い。

以上の結果の証明方法は，とくに独創的なものともいえないが，乙れまで知られている各種の方法

を巧みに駆使しており，その技術はみごとであるo

なお，冨IJ論文の一つでは， レンズ空間の埋入問題を扱い，興味ある結果を得ている。もう一つの副

論文ではホモロジー論に関するもので，一般ホモロジー論が有限複体に対してだけでなく無限cw複

体に対しても建設できる乙とを示していて，有用な結論といえる。

以上を要するに内田君の仕事は，位相幾何学の今日的問題に貴重な貢献をしたもので、理学博士の

学位論文として十分価値あるものと認める。
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